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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和元年１０月３日（木） 

 

２ 確認箇所 

T.P.8.5m盤（１～４号機タービン建屋東側） 

 

３ 確認項目 

  １～４号機タービン建屋東側構内整備工事の進捗状況 

 

４ 確認結果の概要 

    T.P.8.5m盤の整備に伴う既設建屋及び設備の撤去工事の状況を、これまで

と同様に確認した。 

 

   ・１号機タービン建屋東側では、前回（７月３１日）解体中であった１、２

号機新サービス建屋の解体が完了していた。（写真１） 

   ・２号機タービン建屋東側では、前回（７月３１日）は軽油タンク跡地に工

事に伴い排出された金属スクラップが保管されていたが、その量が増えて

おり、さらに解体されたタンクが保管されていた。（写真２） 

   ・２、３号機タービン建屋東側では、前回（９月１２日）解体中であった薬

品タンク（No.2苛性ソーダタンク、No.2硫酸タンク）と、解体未着手であ

った No.2軽油タンクの解体が完了していた。（写真３） 

 

 

（写真１－１） 

 前回（７月３１日）の状況 

 南西側から撮影 

 

 

（写真１－２） 

 今回（１０月３日）の状況 

 南西側から撮影 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/394782.pdf
http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/394782.pdf
http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/395238.pdf
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（写真２－１） 

 前回（７月３１日）の状況 

 北西側から撮影 

 

 

（写真２－２） 

 今回（１０月３日）の状況 

 北西側から撮影 

  

 

 

（写真３－１） 

 前回（９月１２日）の状況 

 北西側から撮影 

 

 

（写真３－２） 

 今回（１０月３日）の状況 

 北西側から撮影 

（写真３－１）の赤点線部分に 

あった軽油タンクと薬品タンクが解体

されていた。（写真中央の白いタンク

はサブドレン集水タンク） 

 

５ プラント関連パラメータ確認 

  各パラメータについて、異常な値は確認されなかった。 
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